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 妊産婦健診の無料化をめざし、県の補助事業制度の創設を求める意見書を別紙の

とおり提出するものとする。 
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 未来に生きる子どもたちは、親にとっても社会にとっても、かけがえのない存在で

す。 

少子高齢化が大きな社会問題となり、今ほど少子化対策や子育て支援が求められて

いるときはありません。 

長引く不況の下、若い母親たちにとって妊産婦健診の無料化を願う声は切実です。 

 よって、福島県においては、妊産婦健診の無料化をめざし、補助事業制度の創設を

強く要望する。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
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